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要約 

・ 肥満状態における炎症因子や免疫細胞に対する運動強度の影

響について、間接的証拠としてまとめられたミニレビューである。 

・ 高強度の運動は、その後に免疫系を抑制する特徴があり、それは

上気道炎に罹患するリスクを高める。 

・ 定期的な中等度の運動は、免疫力を高め、また、その長時間のト

レーニングは、免疫機能を低下させる。 

・ COVID-19 は、数日間で無症状になることもある。その期間におけ

る激しい高強度の運動は、リスクを高める。 

・ 酸化物質の生産と免疫抑制に起因する高強度の運動は、肥満状

態者にとってリスクを高める（COVID-19 を悪化させる）可能性があ

る。 

・ COVID-19 に対する適度な中等度強度の運動は、非薬物かつ安

価で実行可能な手段として推奨される。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

 

・ COVID-19 に対する運動強度は、中等度の運動が推奨されてい

る。 

・ 高強度の運動は、免疫力を低下させるリスクがある。 

・ COVID-19 患者に対する運動指導の際には、そのリスクを理解し、

適切な強度で運動処方を行う必要がある。 


